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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベータのかごを支持するワイヤに接続されるグリップ部と、このグリップ部に一体
化し、外周面に雄ねじが形成された軸部を有し、前記かごに接続されるシンブルロッドの
前記グリップ部と前記ワイヤを緊結するために使用される緊結装置であり、
　水平方向に距離を置いて並列する少なくとも２本の縦枠と、この両側に位置する２本の
前記縦枠の上部間に架設されて前記２本の縦枠に接合され、前記シンブルロッドの前記軸
部が挿通する挿通孔を有する上枠と、前記両縦枠の下部間に架設されて前記両縦枠に接合
される下枠と、前記上枠と前記下枠の中間の位置で前記縦枠間に架設されて前記両縦枠に
接合され、前記ワイヤが挿通する挿通孔を有し、前記ワイヤを保持する中間材とを備え、
　前記上枠の前記挿通孔の周りに前記シンブルロッドの前記軸部に螺合するナットが配置
され、
　前記上枠の前記縦枠への接合部分の断面上の図心は前記上枠の前記挿通孔の大きさ内に
納まり、前記中間材の前記縦枠への接合部分の断面上の図心は前記中間材の前記挿通孔の
大きさ内に納まっていることを特徴とするシンブルロッドとワイヤの緊結装置。
【請求項２】
　前記シンブルロッドの軸方向と平行な面を有する板要素である補剛材が前記上枠に一体
化していることを特徴とする請求項１に記載のシンブルロッドとワイヤの緊結装置。
【請求項３】
　前記中間材は前記縦枠間に架設されて両者に接合される中残と、互いに分離し、前記ワ
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【要約】
【課題】エレベータのかごに接続されるシンブルロッドとエレベータのかごを支持するワ
イヤを、共に張力を付与した状態で緊結する上で、シンブルロッドのグリップ部とワイヤ
との接続部にシンブルロッドの軸方向に張力を導入可能にする。
【解決手段】並列する縦枠３、３と、縦枠３、３の上部間に架設され、シンブルロッド８
の軸部８１が挿通する挿通孔４ａを有する上枠４と、両縦枠３、３の下部間に架設される
下枠５と、上枠４と下枠５の中間位置で縦枠３、３間に架設され、ワイヤ９が挿通する挿
通孔７ａを有し、ワイヤ９を保持する中間材７からフレーム２を構成し、上枠４の挿通孔
４ａの周りにシンブルロッド８の軸部８１に螺合するナット４３を配置し、上枠４の縦枠
３、３への接合部分の図心Ｏを上枠４の挿通孔４ａの大きさ内に納め、中間材７の縦枠３
、３への接合部分の図心Ｏ’を中間材７の挿通孔７ａの大きさ内に納める。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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